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12
定
月
例 会

　平成26年12月の定例会は、12月９日から12月

15日まで、７日間の会期で開催された。

　専決処分の承認１件、条例改正３件、一般会計

及び特別会計補正予算６件、工事請負契約の一部

変更１件、工事請負契約１件、発委５件の計17

件で、すべて原案通り可決された。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
伴
う
一
般

会
計
予
算
の
補
正
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
５
８
７
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
１
０
６
億
１
８
６
万
４
千

円
と
す
る
も
の
。

《
歳　

入
》

○

県
支
出
金　
　

５
３
７
万
３
千
円

○

繰
越
金　
　
　
　
　

49
万
７
千
円

《
歳　

出
》

○

総
務
費　
　
　
　
　

５
８
７
万
円

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準

じ
、
給
料
月
額
及
び
今
年
12
月
の
勤

勉
手
当
の
支
給
率
を
引
き
上
げ
る
改

正
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
注
１

出
産
育
児
金
増
額
に

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
金

額
の
見
直
し
を
す
る
た
め
の
改
正
。

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

町
が
管
理
す
る
災
害
公
営
住
宅
へ

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
及

び
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
規

定
す
る
被
災
者
等
が
入
居
対
象
者
に

で
き
る
改
定
。

早
期
入
居
へ
向
け
て

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
５
億
２
，
７
１
７
万
９
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
１
１
億
２
，

９
０
４
万
３
千
円
と
す
る
ほ
か
、
債

務
負
担
行
為
の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
注
2

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○ 

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成
交
付

金　

２
億
８
，
９
５
２
万
６
千
円

○

法
人
町
民
税
現
年
課
税
分

　
　
　
　
　
　
　

３
，
３
９
０
万
円

○

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

　
　
　
　
　

３
，
３
１
５
万
５
千
円

○ 

福
島
県
営
農
再
開
支
援
事
業
補
助

金　
　
　

４
，
４
２
２
万
４
千
円

○

固
定
資
産
税
現
年
課
税
分

　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
５
０
万
円

○ 
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
シ
ス

テ
ム
改
修
に
か
か
る
国
の
補
助
金

　
　
　
　
　

１
，
３
５
８
万
６
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○ 

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
及
び

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成
交
付

金
の
基
金
積
立

　
　
　

３
億
２
，
２
６
８
万
１
千
円

○ 

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　

８
，
０
９
５
万
２
千
円

○ 

営
農
再
開
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　

４
，
４
２
２
万
５
千
円

○ 

商
店
会
街
路
灯
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
，
３
０
０
万
円

○ 

醸
芳
小
学
校
の
机
・
椅
子
更
新
費

　
　
　
　
　
　
　

６
８
０
万
２
千
円

○ 

左
エ
門
沢
法
面
復
旧
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

○ 

幼
稚
園
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

３
７
２
万
８
千
円

○ 

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
策
定

に
か
か
る
関
連
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

77
万
８
千
円

債
務
負
担
行
為
補
正

・
事
項

　

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　

（
福
島
県
代
行
追
加
39
戸
）

・
期
間

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

・
限
度
額

　
　
　

１
億
６
，
３
０
２
万
８
千
円

※
注
１

　

 

職
員
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
支
給
見
込
み
額
と
各
種
手
当
の

増
減
な
ど
を
踏
ま
え
て
予
算
の
組

替
を
行
っ
た
。

※
注
2

　

 

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
災

害
公
営
住
宅
の
39
戸
追
加
整
備
に

か
か
る
国
交
付
金
の
一
部
を
、
平

成
27
年
度
に
測
量
試
験
費
と
し
て
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
５
４
２
万

３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

15
億
１
，
５
６
３
万
７
千
円
と
す
る

も
の
。

《
歳　

入
》

○

前
期
高
齢
者
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　

１
９
８
万
９
千
円

○

繰
入
金　
　
　

３
４
３
万
４
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

総
務
費　
　
　

３
４
３
万
４
千
円

○

諸
支
出
金　
　

１
０
０
万
４
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
７
８
万

４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

１
億
５
，
４
７
６
万
２
千
円
と
す
る

も
の
。

《
歳　

入
》

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
７
万
円

○

繰
入
金　
　
　
　
　

71
万
４
千
円

《
歳　

出
》

○

総
務
費　
　
　
　
　

71
万
４
千
円

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金　
　
　
　
　
　
　

９
０
７
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
，
３
９

９
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
13
億
３
，
４
３
７
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

《
歳　

入
》

○

国
庫
支
出
金　
　
　

１
４
４
万
円

○

繰
入
金　

１
，
２
５
５
万
９
千
円

《
歳　

出
》

○

総
務
費　
　
　

４
４
９
万
９
千
円

○

保
険
給
付
費　
　
　

９
５
０
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
１
２
万

３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４

億
４
，
３
４
０
万
５
千
円
と
す
る
も

の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

国
庫
補
助
金　
　
　
　
　

90
万
円

○

前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　

２
２
１
万
２
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

工
事
請
負
費　
　
　

１
８
０
万
円

○

負
担
金　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

東
京
電
力
か
ら
の
賠
償
金
も

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入

　

３
，
５
６
７
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
４
億
８
７
４
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
も
の
は
、
水
道
使

用
料
５
９
２
万
６
千
円
、
加
入
金
２

１
０
万
６
千
円
、
東
京
電
力
賠
償
金

等
の
雑
収
益
２
，
７
３
９
万
円
を
増

額
す
る
も
の
。

　

収
益
的
支
出

　

１
，
０
７
５
万
８
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
３
億
７
，
３
１
８
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
も
の
は
、
原

水
及
び
浄
水
費
の
委
託
料
４
３
９
万

６
千
円
、
修
繕
費
５
３
３
万
４
千
円
、

受
水
費
４
０
８
万
８
千
円
を
増
額
し
、

配
水
及
び
給
水
費
の
修
繕
費
２
６
３

万
５
千
円
を
減
額
し
、
減
価
償
却
費

４
８
６
万
８
千
円
を
減
額
し
、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
３
６
６
万
９
千

円
を
増
額
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
入

　

４
５
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
８
４
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
工
事
負
担
金
の
減
額
で
す
。

　

資
本
的
支
出

　

１
，
４
９
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、

総
額
１
億
２
，
０
２
５
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
、
主
な
も
の
は
、
委
託

料
１
９
４
万
２
千
円
、
工
事
請
負
費

１
，
２
７
４
万
６
千
円
を
減
額
す
る

も
の
。

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
成
田
馬
場
）設

置
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

　

平
成
26
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て

議
決
済
。

・
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

熊
谷
組　

東
北
支
店

　
　
　
　
　
　

支
店
長　

渋
川　

智

・
工
事
期
間

　

平
成
26
年
７
月
16
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
１
月
30
日

・
変
更
増
減
金
額

　
　
　
　

２
６
５
万
３
千
５
６
０
円

・
変
更
理
由
と
変
更
金
額

⑴
仮
置
場
除
染
に
伴
う
土
壌
増
加

　
　
　
　
　
　

（
約
３
１
５
万
円
増
）

⑵
遮
へ
い
土
の
う
数
量
増
加

　
　
　
　
　
　

（
約
２
０
５
万
円
増
）

⑶
吸
水
管
の
施
工
方
法
変
更

　
　
　
　
　
　

（
約
１
４
５
万
円
減
）

⑷ 

素
掘
側
溝
保
護
材
料
を
遮
水
シ
ー

ト
か
ら
防
草
シ
ー
ト
へ
変
更

　
　
　
　
　
　

（
約
１
３
０
万
円
減
）

⑸
現
地
照
査
の
た
め
数
量
の
増
減

　
　
　
　
　
　
　
　

（
約
20
万
円
増
）

睦
合
小
・
半
田
醸
芳
小
・

醸
芳
中
に
蓄
電
装
置
を

蓄
電
装
置
設
置
工
事
請
負
契
約
を
締

結１
、
契
約
の
目
的

　

蓄
電
装
置
設
置
工
事

２
、
契
約
金
額　

６
，
８
０
４
万
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
５
０
４
万
円
）

３
、
契
約
の
方
法

　

随
意
契
約

４
、
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

福
島
市
丸
子
字
東
前
４

－

１

　

氏
名　

広
栄
電
設
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　

加
藤　

裕
司

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約

専
決
処
分

条
例
改
正

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
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委
員
長
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
反

対
の
立
場
で
討
論
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
請
願
に
つ
い
て
の
お
気
持
ち

は
十
分
理
解
す
る
が
、
坂
下
住
宅
だ

け
を
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る
わ
け
に
は

い
か
ず
、
公
平
公
正
を
保
ち
つ
つ
一

定
の
受
益
者
負
担
を
維
持
し
つ
つ
、

町
営
住
宅
を
存
続
で
き
る
か
ど
う
か
、

非
常
に
疑
問
に
思
い
ま
す
。

　

「
今
現
在
に
お
い
て
は
、
長
く
可

能
な
限
り
こ
の
住
宅
で
生
活
し
て
い

け
る
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
次
第
で

す
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
が
、

水
洗
化
す
る
こ
と
で
出
て
い
か
ざ
る

を
得
な
く
な
る
心
配
も
さ
れ
、
も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
結
論
を
出
す
べ

き
も
の
と
私
は
思
う
。
せ
め
て
趣
旨

採
択
に
す
べ
き
も
の
と
考
え
反
対
致

し
ま
す
。

　

坂
下
町
内
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
請

願
は
、
公
営
住
宅
の
居
住
性
向
上
を

願
う
も
の
で
、
当
然
の
要
求
で
あ
り

採
択
す
べ
き
と
し
た
委
員
長
報
告
に

賛
成
で
あ
る
。

　

一
部
に
こ
れ
を
採
択
す
る
こ
と
は

公
正
公
平
に
反
す
る
と
の
見
解
が
あ

る
が
、
同
様
の
請
願
が
他
の
町
営
住

宅
の
方
々
か
ら
提
出
さ
れ
た
際
、
こ

れ
も
同
等
に
対
処
す
れ
ば
そ
の
よ
う

な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
受
益
者
負
担
ア
ッ
プ
の
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
そ

の
こ
と
を
本
格
的
に
論
ず
る
段
階
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
全
国
の
事
例
に

は
そ
の
減
免
措
置
を
講
じ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　

議
会
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
住

民
の
要
求
を
受
け
と
め
、
そ
の
実
現

策
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
紹
介

議
員
と
し
て
請
願
採
択
の
運
び
と
な

る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

　

住
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
は
理
解

す
る
も
の
の
、
受
益
者
負
担
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
公
平
性
に
欠
け
る
と
考

え
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
含
め

し
っ
か
り
と
検
証
し
試
算
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
受
益
者
負
担
に
つ

い
て
軽
減
措
置
を
行
う
場
合
は
、
財

源
の
裏
付
け
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
現
時
点
に
お
い
て
、
趣
旨
は
理

解
す
る
も
の
の
、
採
択
と
す
べ
き
で

は
な
く
継
続
調
査
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

公
共
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
と
市
街
化
調
整
区
域
に
位

置
す
る
坂
下
住
宅
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
長
く
可
能
な
限
り
住
ん
で
い
け

る
様
住
環
境
の
創
出
と
改
善
を
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

受
益
者
の
具
体
的
算
出
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
計
画
に
よ
っ
て
明
確
に

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
公
営
住
宅
長
寿

命
化
交
付
金
等
を
活
用
し
、
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
す
。

　

生
活
者
の
想
い
を
受
け
、
そ
れ
を

含
め
て
一
歩
前
進
す
べ
き
住
環
境
整

備
に
努
め
、
研
究
す
る
こ
と
は
議
員

と
し
て
の
使
命
に
あ
る
と
考
え
賛
成

と
致
し
ま
す
。

　

居
住
者
間
で
ト
イ
レ
水
洗
化
の
署

名
運
動
が
な
さ
れ
多
く
の
賛
同
者
に

よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
特
に
坂
下
団

地
は
市
街
化
調
整
区
域
内
で
も
あ
り

建
替
え
等
は
不
可
能
で
あ
る
。
又
新

た
な
土
地
へ
の
移
転
新
築
は
町
財
政

的
に
も
困
難
と
思
わ
れ
る
。
殆
ど
の

方
が
今
後
に
於
い
て
も
可
能
な
限
り

こ
の
住
宅
で
の
生
活
を
切
に
希
望
し

て
い
る
。
台
所
の
汚
水
な
ど
も
適
正

に
且
つ
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
周
辺
環

境
に
も
配
慮
し
た
最
小
限
の
水
洗
化

改
修
は
必
要
と
思
う
。
今
後
、
受
益

者
負
担
額
の
調
整
や
改
修
費
用
に
関

す
る
補
助
制
度
活
用
な
ど
調
査
検
討

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

※ 

採
決
の
結
果
、
賛
成
９
反
対
４
で

委
員
会
審
査
の
通
り
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
た
。

平

井

光

一

議員

反対 討 

論

片

平

秀

雄

議員

賛成

斎

藤

松

夫

議員

賛成

原
　

賢

志

議員

反対

羽
根
田
八
千
代

議員

賛成 請
願
・
陳
情 

審
査
報
告

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
県
福
島
市
山
下
町
４

－
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福
島
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

笠
間　

善
裕

〔
審
査
委
員
会
〕

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択（
意
見
書
提
出
）

◇ 

町
営
住
宅
ト
イ
レ
水
洗
化
に
つ
い

て
の
請
願
書

〔
請
願
者
〕

　

町
大
字
南
半
田
字
榎
下
２
番
地

　

坂
下
町
内
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

菅
野　

弘
子

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

◇ 

国
に
対
し「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司

法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」の
有
効
期
限
を
延
長

す
る
立
法
措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

○：賛成　●：反対　　　：討論者

渡
邉　

英
直

岩
﨑　

久
男

佐
藤　

武
朗

斉
藤　
　

謙

斎
藤　

松
夫

羽
根
田
八
千
代

佐
藤　

榮
三

川
名　

静
子

原　
　

賢
志

平
井　

國
雄

平
井　

光
一

松
山　

善
二

片
平　

秀
雄

半
澤　
　

高

第 11 回定例会

承認第　１号　 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度桑折町一般会計補正予算
（第５号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５９号　桑折町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６０号　桑折町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６１号　桑折町町営住宅管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６２号　平成２６年度桑折町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６３号　平成２６年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６４号　平成２６年度桑折町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６５号　平成２６年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６６号　平成２６年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６７号　平成２６年度桑折町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６８号　除染土砂等仮置場（成田馬場）設置工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６９号　蓄電装置設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　９号　桑折町議会基本条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第１０号　桑折町議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第１１号　桑折町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第１２号　 「東日本大震災の被災者に対する援助のための日本司法支援センターの業務の特
例に関する法律」の有効期限を延長する立法措置を求める意見書（案）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第１３号　米価下落に対する緊急対策措置を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案　審　議　結　果　表

議　　員　　名議　案　項　目

　

被
災
地
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
途
上
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
及

び
原
発
事
故
の
発
生
か
ら
３
年
余
経
過
し
て
も
、
本
特
例
法
に
基

づ
く
法
律
相
談
援
助
等
の
需
要
は
、
未
だ
大
き
い
と
い
え
る
。

　

今
後
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
退
去
、
新
居
へ
の
移
転
を
進
め
て
い

く
中
で
、
換
地
や
補
償
に
関
す
る
法
的
問
題
、
そ
の
前
提
と
な

る
相
続
、
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
等
も
多
く
発
生
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る
賠
償
問
題
は
、
区
域
の
見
直
し
に
よ
る

損
害
賠
償
打
ち
切
り
を
契
機
と
す
る
訴
訟
化
、
区
域
外
避
難
者
に

よ
る
損
害
賠
償
請
求
、
逸
失
利
益
又
は
各
種
不
動
産
に
関
す
る
損

害
賠
償
請
求
等
、
さ
ら
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
特
例
法
附
則
第
３
条
第
１
項
で
は
「
こ

の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
た
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
」
と
あ
り
、
現
行
法
の
ま
ま
で
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
に
同
法
は
効
力
を
失
い
、
被
災
者
又
は
被
害

者
は
同
法
に
基
づ
く
法
律
相
談
援
助
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
。

　

よ
っ
て
、
そ
の
後
は
、
一
般
の
民
事
法
律
扶
助
制
度
で
対
応
す

る
こ
と
と
な
る
。
本
来
は
民
事
法
律
扶
助
の
被
援
助
者
で
あ
る
は

ず
の
者
が
、
受
給
し
た
被
災
者
生
活
支
援
金
、
義
援
金
、
建
物
損

害
保
険
金
、
原
子
力
損
害
賠
償
金
等
の
残
り
を
預
貯
金
と
し
て
保

有
し
て
い
る
が
た
め
に
、
資
力
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
し
て
民
事

法
律
扶
助
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

こ
れ
で
は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
の
後
の
混
乱
か
ら

本
格
的
に
復
興
に
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
被
災
者
又

は
被
害
者
の
生
活
再
建
に
水
を
差
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、

本
特
例
法
の
有
効
期
限
を
延
長
す
る
立
法
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

　

以
上
、地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
26
年
12
月
15
日

福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
議
会

　

内
閣
総
理
大
臣　

殿

　

衆
議
院
議
長　
　

殿

　

参
議
院
議
長　
　

殿

　

総
務
大
臣　
　
　

殿

　

法
務
大
臣　
　
　

殿

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の

有
効
期
限
を
延
長
す
る
立
法
措
置
を
求
め
る
意
見
書
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ズバ
リ町政を問う
60分
町政を問う
60分9 名登壇

一 般 質 問
○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告

書に基づいて、一人持ち時間60分で行わ

れます。

○ 内容は、質問者の責任において作成された

ものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

登壇
議員 質　問　項　目

渡

邉

英

直

・髙橋町政２期目初年度の予算編成方針について
・桑折町都市計画マスタープラン作成を終えて
その実現について

・農業振興策について
・屋内プールと多目的複合施設建設の進捗と運
営方針について

・平和学習としての広島平和記念式典参加と、
国際交流事業としてのエリザベスタウン市訪
問の成果と継続の考えについて

・住宅除染終了を受けて

岩

崎

久

雄

・町づくりと人口減少対策について

・東京電力に対する損害賠償請求について

・住宅地・防火貯水池の除染について

・災害公営住宅及び多目的複合施設建設の進捗

状況に関して

・ＴＰＰ交渉に対する対処について

羽
根
田
八
千
代

・桑折町幼稚園適正配置基本計画について
・幼稚園就園奨励・保育料・授業料多子軽減事
業対象者の更なる拡充を

・公共施設ストックマネージメント基本方針に
ついて

・多目的施設及び屋内プールの運営方針について
・町制施行60周年の節目の年となる27年に≪歴
史まちづくり法≫を活用し歴史的風致の維持・
向上と交流人口増から定着型への推進策を

斎

藤

松

夫

・原発事故における東電と国の責任問題、及び

再生可能エネルギー推進について

・有害鳥獣被害防止計画及び事業について

・うぶかの郷源泉枯渇対策等の進捗状況等について

・既存町公営住宅の汚染水垂れ流し、トイレ水

洗化・及び耐震補強工事の導入について

・ＴＰＰ交渉下における米価暴落対策について

佐

藤

榮

三

・本町の基幹産業と位置づけている農業について

・農地及び道水路の除染作業の進捗状況について

・相馬福島道路の整備に伴う新たな産業拠点の

整備実現について

斉

藤

謙

・財政運営等に関して

・大割東仮置場の進捗状況等に関して

・「子ども・子育て支援新制度」等に関して

・産業振興等に関して

・有害鳥獣対策に関して

・町長等、特別職の報酬に関する考え方等に関して

佐

藤

武

朗

・４地区で同時開催された防災訓練を今後どの

ように活かしていくか

・住宅除染に関する件について

・駅前公有地の今後の方向性について

・人口減少問題の取り組みについて

片

平

秀

雄

・ＪＲ桑折駅駐車場の利用について

・町ＰＲ事業の進捗状況について

・婚活イベント事業の予算化について

・「仮置き場」契約期間について

・スーパーやなみ事業増額について

川

名

静

子

・桑折町総合計画の見直しに関して

・子ども・子育て支援新制度の実施に関して

・小学校の英語学習に関して

・災害公営住宅・町営住宅に関して

・空き家調査の進捗状況に関して

・“まゆたま"の活用に関して

・町政施行60周年の記念事業に関して

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

渡 邉 英 直 議員

■問　
今
年
の
米
価
下
落
に
つ
い
て

　
　

■答　
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る

■問　
屋
内
プ
ー
ル
利
用
開
始
に
向
け
て

　
　

■答　
検
討
委
員
会
の
意
見
、
先
進
事
例
に
学
ぶ

これも 質 問

― 早くこい、未来へ ―

 

■問　
２
期
目
立
候
補
さ
れ
る
に
あ
た

り
示
さ
れ
た
町
長
と
し
て
の
町
づ
く

り
の
基
本
政
策
実
現
に
向
け
て
の
予

算
編
成
方
針
を
伺
う
。

 

■答　
町
長　

決
断
と
実
行
、
確
か
な

復
興
の
実
現
に
向
か
っ
て
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
し
、
町
民
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現
が
課
せ
ら

れ
ら
た
責
務
で
あ
る
と
、
強
く
決
意

し
た
。

　

「
復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
」の
４

年
次
を
迎
え
る
平
成
27
年
度
予
算
編

成
を「
復
興
実
感
予
算
」と
銘
打
ち
、

原
発
事
故
災
害
対
策
や
地
域
防
災
機

能
の
強
化
、
新
し
い
施
設
の
安
定
的

か
つ
効
果
的
な
運
営
、
農
商
工
振
興

施
策
の
推
進
、
国
道
４
号
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
計
画
の

策
定
、
次
代
を
担
う
人
材
育
成
事
業
、

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
、
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
の
策
定
な
ど
、
復
興

の
取
り
組
み
と
財
政
健
全
化
の
両
立

を
基
本
と
し
た
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

２期目初年度の予算編成方針は
　「復興実感予算」と銘打ち取り組む

相
馬
福
島
道
建
設
と
周
辺
道
整
備
は

　

総
合
的
道
路
整
備
を
検
討
す
る

 

■問　
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
を
終
え
て
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴
町
民
に
対
す
る
周
知
は
。

⑵ 

睦
合
ふ
れ
あ
い
会
館
か
ら
国
道
ま
で
の
道
路
整
備
は
。

⑶ 

Ｊ
Ｒ
伊
達
駅
に
向
う
長
岡
線
の
整
備
は
。

⑷ 

松
原
地
内
に
建
設
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
方
式
に
で
き
な
い
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
町
民
へ
は
、
事
業
展
開
に
応
じ
て
周
知
に

努
め
る
。
⑵
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
計
画

と
合
わ
せ
統
合
的
道
路
整
備
を
進
め
る
べ
く
検
討
す
る
。

⑶
相
馬
福
島
道
建
設
と
合
わ
せ
て
整
備
を
行
う
。

⑷
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
は
、
４
号
国
道

に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
地

元
負
担
建
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
設
置
は
、
難
し
い
も
の
で

あ
る
。
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幼
稚
園
統
合
後
の
町
有
施
設
の
今
後
は

　

老
朽
化
が
激
し
い
も
の
は
解
体
も

 

■問　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
町
長
は《
多
子
軽
減

事
業
は
若
者
定
住
策
の
切
り
口
と
し

て
も
検
討
す
る
。》
と
９
月
定
例
会

に
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

こ
ど
も
園
の
多
子
軽
減
対
象
に
な

る
の
は
、
在
籍
し
て
い
る
第
２
子

･
３
子
以
降
に
限
ら
れ
て
い
る
。

対
象
範
囲
を
拡
充
す
る
考
え
は
な

い
か
。（
例
え
ば
10
歳
以
上
離
れ

て
、
第
２
子
・
３
子
が
生
ま
れ
る

場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
実
質
第
３

子
で
も
在
籍
し
て
い
る
の
は
１
人

な
ら
現
行
で
は
軽
減
対
象
に
は
な

ら
な
い
た
め
、
実
質
第
３
子
は
無

料
と
す
る
等
）

⑵ 

現
次
世
代
育
成
支
援
計
画
の
課
題

と
今
後
の
対
策
は
。

 

■答　
教
育
長　

⑴
現
時
点
で
は
拡
大

す
る
考
え
は
な
い
が
、
新
計
画
の
中

で
保
護
者
の
保
育
・
教
育
に
か
か
る

財
政
的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
盛
り

込
ん
で
い
る
。
今
後
、
国
等
の
動
向

を
見
据
え
検
討
を
進
め
た
い
。
⑵
一

時
預
か
り
と
病
児
病
後
児
対
応
が
課

題
だ
。
新
制
度
の
も
と
２
月
完
成
に

向
け
て
審
議
・
作
成
を
進
め
て
い
る
。

 

■問　
財
政
的
な
視
点
か
ら
、
長
寿
命

化
を
図
る
と
と
も
に
機
能
が
重
複
し

て
い
る
施
設
や
利
用
が
低
調
な
施
設

な
ど
を
改
め
て
検
証
し
施
設
保
有
量

最
適
化
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針

を
検
討
す
る
と
し
、
福
島
大
学
の
教

授
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
さ

ら
に
は
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財

団
等
と
の
連
携
の
中
で
、
策
定
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
次
の
点
を

伺
う
。

⑴
進
捗
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

⑵ 

幼
稚
園
統
合
に
よ
り
、
現
在
使
用

し
て
い
る
旧
季
節
保
育
所
施
設
に

つ
い
て
は
、
町
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
利
活
用
し
て
い
く
の
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
素
案
内
容
と
調
整
作

業
を
進
め
て
い
る
。
課
題
は
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
に
多
大
な
労
力
と
経

費
を
要
す
る
。
⑵
老
朽
化
が
激
し
い

も
の
に
つ
い
て
は
解
体
を
し
、
利
活

用
で
き
る
も
の
に
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
方
向
性
を

考
え
る
。

多子軽減事業の更なる拡充を
　国等の動向を見据え検討

■問　
多
目
的
施
設
及
び
屋
内
プ
ー
ル
の
運
営
方
針
は

　
　

■答　
委
託
を
視
野
に
い
れ
２
月
頃
臨
時
会
を

■問　
《
歴
ま
ち
法
》
の
具
現
化
を

　
　

■答　

 

28
年
２
月
の
認
定
に
む
け
作
業
す
る

■問　
町
制
施
行
60
周
年
特
別
企
画
事
業
は

　
　

■答　
１
年
を
通
じ
（
町
制
施
行
60
周
年
特
別
企
画
）
開
催

これも 質 問

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

― そだて　元気に ―

― もう　大丈夫だ ―

羽根田八千代 議員

■問　
相
馬
福
島
道
路
建
設
、
土
地
利
用
の
条
件
整
備
を

　
　

■答　
周
辺
土
地
所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
中

 

■問　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
中
で

も
瑞
穂
の
国
の
水
稲
は
、
我
が
町
に

お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
作
付

し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
で
今
年
の
米
価

に
つ
い
て
出
荷
概
算
金
が
一
俵
当
り

７
千
２
百
円
と
昨
年
よ
り
３
千
９
百

円
も
安
く
設
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
単
価
で
は
、
再
生
産

に
向
け
た
意
欲
も
わ
か
ず
、
水
稲
作

付
を
あ
き
ら
め
て
、
休
耕
田
や
耕
作

放
棄
地
も
増
え
て
水
田
荒
廃
が
増
加

し
、
更
に
は
農
業
の
荒
廃
に
も
繋
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

主
食
用
米
の
囲
い
込
み
、
飼
料
用

米
の
作
付
け
誘
導
に
つ
い
て
も
主
食

用
米
と
同
等
以
上
の
価
格
の
確
保
を

補
償
す
る
な
ど
、
桑
折
町
地
域
農
業

再
生
協
議
会
の
場
な
ど
で
協
議
し
て

行
く
等
、
町
行
政
と
し
て
何
ら
か
の

手
助
け
は
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

 

■答　
町
長　

米
価
問
題
は
今
年
１
年

で
収
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
米
の
消

費
拡
大
が
必
要
な
事
と
考
え
、
本
町

学
校
給
食
で
も
12
月
か
ら
地
元
産
米

を
使
用
し
消
費
の
拡
大
に
協
力
し
て

い
る
所
だ
。
主
食
用
米
の
囲
い
込
み

や
飼
料
用
米
へ
の
誘
導
も
進
め
て
行

く
べ
き
と
考
え
る
。

 

■問　
道
水
路
の
除
染
作
業
を
い
ち

早
く
終
了
さ
せ
る
た
め
に
は
集
落

あ
る
い
は
水
路
管
理
組
合
等
、
地

元
の
協
力
を
お
願
い
し
て
速
や
か

な
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
伺
う
。

 

■答　
町
長　

生
活
圏
内
の
道
水
路

に
つ
い
て
住
宅
除
染
に
合
わ
せ
実

施
し
て
お
り
生
活
圏
以
外
の
道
路

に
つ
い
て
は
、
生
活
圏
を
結
ぶ
幹

線
道
路
を
平
成
27
年
度
に
実
施
し

て
行
く
。

　

除
染
業
務
を
地
元
に
お
願
い
す

る
事
に
つ
い
て
は
、
作
業
員
の
被

曝
管
理
な
ど
法
に
基
づ
き
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
り
、
困

難
と
考
え
る
。

農
道
、
水
路
の
除
染
は
い
つ

　

平
成
27
年
度
に
実
施
す
る　

これも 質 問

本年の米価下落に対する考えは
　憂慮すべき事態と認識している

佐 藤 榮 三 議員
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川 名 静 子 議員 佐 藤 武 朗 議員

― でこぼこだ！ ―

― 総務省・決算カード ―

 

■問　
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発

し
て
い
る
中
、
４
地
区
で
同
時
開
催

さ
れ
た
防
災
訓
練
を
今
後
ど
の
様
に

活
か
し
て
い
く
か
、
次
の
点
を
伺
う
。

⑴
今
後
の
訓
練
に
ど
う
活
か
す
か
。

⑵
防
災
対
策
に
ど
う
活
か
す
か
。

⑶ 

半
田
沼
、
藤
倉
ダ
ム
の
決
壊
を
想

定
し
た
訓
練
で
課
題
と
対
策
は
。

 
■答　
町
長　

⑴
来
年
度
以
降
も
自

助
・
共
助
・
公
助
に
基
づ
き
、
今
年

度
と
同
様
４
地
区
の
住
民
自
治
協
議

会
が
自
主
的
と
な
っ
て
運
営
す
る
。

⑵
国
で
は
、
地
区
の
特
性
に
合
わ
せ

た
住
民
目
線
の「
地
区
防
災
計
画
」作

成
を
進
め
て
お
り
、
本
町
も
訓
練
の

成
果
を
整
理
し
、
作
成
に
着
手
す
る
。

　

現
在
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
半
田

地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
協
力
で
作

成
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
他
の
地

区
で
も
作
成
す
る
。
⑶
今
後
も
避
難

訓
練
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
時
の
対
応
が
で
き
る
体
制
を
構
築

し
て
い
く
。

 

■問　
文
部
省
は「
小
学
校
で
の
英
語
に
関
す
る
教
科
を
設
け

る
べ
き
」と
の
提
言
を
う
け
検
討
、
学
習
指
導
要
領
に
反
映

さ
せ
る
考
え
だ
が
本
町
の
英
語
教
育
へ
の
考
え
を
伺
う
。

⑴「
小
学
校
英
語
」の
教
科
化
は
。

⑵
望
ま
し
い
開
始
学
年
は
。

⑶
指
導
体
制
は
十
分
か
。

 

■答　
教
育
長　

⑴
平
成
30
年
度
か
ら
の
教
科
化
に
む
け
英
語

教
育
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
小
学
校
学
級
担
任
の
英
語
指

導
力
を
向
上
、
専
科
教
員
な
ど
の
加
配
措
置
の
要
望
等
、
指

導
体
制
の
整
備
、
強
化
に
努
め
る
。
⑵
低
学
年
で
は
し
っ
か

り
と
母
国
語
を
学
ば
せ
る
。
高
学
年
は
中
学
校
で
の
英
語
授

業
へ
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
図
る
上
で
学
習
の
系
統
性
を
大
切

に
す
る
。
ゆ
え
に
、
外
国
語
活
動
は
中
学
年
か
ら
。
教
科
化

は
高
学
年
か
ら
が
適
切
と
思
う
。
⑶
現
在「
外
国
語
活
動
」は

週
一
時
間
、
副
読
本
を
使
用
し
担
任
が
中
心
に
指
導
し
て
い

る
が
、
中
学
校
へ
の
よ
り
効
果
的
な
接
続
を
図
る
た
め
、
見

直
し
を
し
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
し
た
。
ま
た
、
５
歳
児
を
中

心
に
幼
稚
園
で
月
一
回
程「
英
語
に
触
れ
て
楽
し
む
活
動
」を

通
し
興
味
・
関
心
を
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
指
導
充
実
の
た

め
、
指
導
助
手
の
他
に
英
語
指
導
協
力
員
一
名
を
新
た
に
配

置
し
た
い
。

集落単位の防災対応も必要では
　「地区防災計画」作成に着手する

楽しいだけの英語教育では
　より効果的な接続を図る

搬
入
道
路
の
損
傷
点
検
と
路
面
改
修
を

　

随
時
点
検
し
修
繕
、
今
後
も
対
応
す
る

 

■問　
「
町
土
の
除
染
な
く
し
て
復
興

な
し
」
の
基
本
理
念
の
も
と
に
進
め

て
き
た
、
住
宅
除
染
の
完
了
も
見
え

て
き
て
い
る
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

全
て
の
住
宅
除
染
の
完
了
時
期
は
。

⑵ 「
平
沢
鷹
打
」仮
置
場
へ
の
最
終
搬

入
完
了
予
定
時
期
は
。

⑶ 「
平
沢
鷹
打
」仮
置
場
ま
で
の
搬
入

道
路
の
損
傷
が
見
ら
れ
る
が
、
完

了
ま
で
に
路
面
の
総
点
検
と
改
修

工
事
を
す
べ
き
で
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
天
候
上
の
問
題
が
な

け
れ
ば
、
年
内
に
完
了
見
込
。
空
地

や
公
共
施
設
、
道
路
の
一
部
は
平
成

27
年
３
月
末
の
見
込
み
。
⑵
27
年
３

月
末
ま
で
の
完
了
を
目
指
す
が
、
天

候
に
よ
っ
て
は
、
一
時
仮
置
き
を
し
、

４
月
以
降
に
運
搬
を
開
始
す
る
。

⑶
随
時
点
検
を
し
て
お
り
、
損
傷
個

所
に
つ
い
て
は
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
同
様
に
行
っ
て
い
く
。

■問　
県
代
行
の
39
戸
の
復
興
公
営
住
宅
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　

■答　
平
成
27
年
度
に
造
成
工
事
、
28
年
上
半
期
に
完
成

■問　
市
街
化
調
整
区
域
の
人
口
減
少
は
続
く
も
の
と
考
え
る
が

　
　

■答　
深
刻
な
問
題
と
し
て
苦
慮
し
て
い
る

これも 質 問

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

■問　
追
加
分
39
戸
に
町
の
意
向
は
入
る
か

　
　

■答　
浪
江
町
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
い
平
屋
建
て
も

■問　
〝
ま
ゆ
た
ま
〞
活
用
は
検
討
で
終
わ
り
か

　
　

■答　

 

オ
ー
ナ
ー
制
で
の
貸
し
出
し
も
検
討

■問　
町
制
施
行
60
周
年
記
念
誌
配
布
は

　
　

■答　
一
月
末
に
全
戸
配
布
、
年
度
内
に
は
東
日
本
大
震
災
記
念
誌
完
成
も

これも 質 問

人
口
増
を
図
る
見
直
し
施
策
は

　

若
者
定
住
に
雇
用
促
進
住
宅
取
得
も
視
野
に

 

■問　
総
合
計
画
の
中
間
年
を
迎
え
て
、

そ
の
進
行
状
況
、
特
に
基
盤
と
な
る

人
口
増
の
施
策
や
、
決
算
時
に
出
る

市
町
村
財
政
比
較
分
析
表
を
参
考
に

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
か
次
の
点

を
伺
う
。

⑴
総
括
は
行
わ
れ
た
か
。

⑵
見
直
し
が
必
要
な
分
野
は
あ
る
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
⑵
施
策
や
主
要
取
組

項
目
は
毎
年
終
了
後
、
事
務
事
業
進

行
管
理
シ
ー
ト
を
作
成
、
進
行
点
検

を
徹
底
し
遅
れ
が
あ
る
事
業
は
見
直

し
を
し
て
い
る
。
中
間
年
次
を
迎
え

た
町
総
合
計
画
は
お
お
む
ね
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
者
定
住

の
策
と
し
て
雇
用
促
進
住
宅
取
得
も

視
野
に
入
れ
、
現
在
不
動
産
鑑
定
を

受
け
て
い
る
。
総
務
省
か
ら
公
表
さ

れ
る
分
析
表
は
、
財
政
の
健
全
化
を

保
つ
う
え
で
の
資
料
と
捉
え
て
い
る
。
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岩 﨑 久 男 議員

 

■問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
対
す
る
対
処
に

つ
い
て
次
の
２
点
を
伺
う
。

⑴ 

８
割
を
超
え
る
地
方
議
会
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
、
交
渉
に
参
加
し

た
が
、「
主
要
な
農
産
物
は
守
る
」

と
い
い
な
が
ら
、
牛
肉
関
税
の
大

幅
削
減
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
に
屈
服

し
て
い
く
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
は
明
白
で
あ
り
、

即
時
撤
退
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
所
見
は
。

⑵ 「
企
業
が
一
番
活
躍
で
き
る
国
づ

く
り
」
を
公
言
す
る
安
倍
政
権
で

あ
る
が
、
企
業
の
農
業
と
農
地
へ

の
進
出
を
促
進
し
、
今
度
は
農
協

や
農
業
委
員
会
へ
の
解
体
に
も
乗

り
出
し
企
業
利
益
や
効
率
を
優
先

す
る
規
制
改
革
会
議
等
の
意
見
を

取
り
入
れ
大
多
数
の
農
家
切
り
捨

て
農
政
で
は
、
農
山
村
の
荒
廃
は

広
が
る
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
⑵
農
林
水
産
分
野
の

重
要
５
品
目
に
つ
い
て
は
国
会
に
お

け
る
決
議
等
を
踏
ま
え
国
民
と
の
約

束
を
守
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
、

政
府
与
党
に
お
け
る
、
農
業
委
員
会

制
度
、
組
織
の
あ
り
方
の
見
直
し
に

は
、
農
業
、
農
村
の
再
構
築
に
向
け

役
割
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
慎
重
か
つ
、
丁
寧
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

ＴＰＰ交渉は即時撤退を求めよ
　国民との約束は守るべきである

東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
請
求
は

　

24
年
度
分
の
総
額
は
１
億
２
，
６
７
０
万
円

 

■問　
東
電
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求

に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

桑
折
町
は
県
内
自
治
体
に
先
駆
け

て
原
発
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
の
申
し
立
て
を

行
い
平
成
23
、
24
年
度
分
水
道
事

業
逸
失
利
益
相
当
額
に
つ
い
て
は

入
金
済
と
な
っ
て
い
る
が
25
年
分

に
つ
い
て
は
、
ど
の
様
に
対
処
し

て
い
る
か
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

⑵ 

平
成
24
、
25
年
度
分
の
職
員
等
の

人
件
費
に
つ
い
て
も
、
東
京
電
力

へ
の
直
接
請
求
、
又
は
原
発
Ａ
Ｄ

Ｒ
へ
の
和
解
仲
介
申
し
立
を
行
う

べ
き
と
思
う
が
。

 

■答　
町
長　

⑴
平
成
25
年
度
分
水
道

事
業
逸
失
利
益
の
損
害
賠
償
請
求
は

平
成
23
、
24
年
度
と
同
様
原
発
Ａ
Ｄ

Ｒ
へ
の
申
し
立
て
を
行
う
べ
く
準
備

を
進
め
て
お
り
、
今
月
中
に
申
し
立

て
を
行
う
。
⑵
平
成
24
、
25
年
度
の

職
員
人
件
費
の
損
害
賠
償
請
求
は
平

成
25
年
度
分
が
整
い
次
第
東
京
電
力

に
対
し
て
直
接
請
求
を
し
て
ゆ
く
。

平
成
24
年
度
の
人
件
費
は
約
９
，
０

４
０
万
円
で
あ
る
、
総
額
１
億
２
，

６
７
０
万
円
請
求
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■問　
町
づ
く
り
と
人
口
減
少
対
策
は

　
　

■答　
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
独
自
の
施
策
を
推
進

■問　
住
宅
地
、
防
火
貯
水
槽
の
除
染
は

　
　

■答　

 

防
火
水
槽
の
除
染
は
27
年
３
月
末
完
了

■問　
災
害
公
営
住
宅
及
び
多
目
的
複
合
施
設
建
設
は

　
　

■答　
桑
折
町
分
22
戸
は
入
居
募
集
中

■問　
う
ぶ
か
の
郷
源
泉
枯
渇
対
策
の
進
捗
は

　
　

■答　
「
大
か
や
園
」
で
使
用
の
源
泉
を
含
め
最
善
策
を
検
討

■問　
既
存
公
営
住
宅
の
供
用
年
数
は

　
　

■答　

 

計
画
的
な
改
修
・
解
体
を
含
め
今
後
検
討

■問　
米
価
暴
落
対
策
は
政
府
の
責
任
で
は

　
　

■答　
主
食
た
る
米
の
需
給
と
価
格
安
定
は
政
府
の
責
任
だ

これも 質 問これも 質 問

― だれが　守る ―

― 今後の対柵 ―

斎 藤 松 夫 議員

 

■問　
去
る
11
月
14
日
、
放
射
能
対
策

町
民
会
議
主
催
の
勉
強
会
の
席
上
、

東
電
か
ら
来
ら
れ
た
講
師
は「
廃
炉

作
業
の
途
上
に
於
い
て
、
大
き
な
地

震
等
が
来
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
安

全
対
策
を
施
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し「
原
発
事
故
前
か
ら
そ

の
よ
う
な
対
策
を
施
し
て
い
れ
ば
、

苛
酷
事
故
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
質
し
た
。
同
講
師
は

「
そ
う
だ
」と
答
え
た
。
こ
の
よ
う
な

説
明
お
よ
び
回
答
は
東
電
の
責
任
を

自
ら
認
め
た
も
の
と
解
す
る
が
ど
う

か
。

 

■答　
町
長　

た
し
か
に
そ
の
よ
う
な

回
答
を
さ
れ
た
。
真
意
の
程
を
確
認

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
津
波
対
策

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
て
こ
な
か
っ
た
東
電
及
び
指
導

的
立
場
に
あ
る
国
に
対
し
遺
憾
の
意

を
示
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
全
町

民
、
町
が
被
っ
た
甚
大
な
被
害
を
鑑

み
れ
ば
、
怒
り
の
気
持
ち
さ
え
こ
み

上
げ
て
く
る
と
こ
ろ
だ
。

 

■問　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
滋

賀
県
大
津
市
及
び
米
原
市
を
視
察

し
て
の
所
見
は
。
視
察
の
成
果
を

生
か
し
、
次
の
方
向
で
対
策
を
強

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑴
獣
害
防
護
柵
設
置
事
業
の
推
進
。

⑵ 

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
と
し
て

の
視
察
の
実
施
。

⑶ 

国
交
付
金
獲
得
対
策
の
た
め
関

係
市
町
村
と
の
協
議
。

⑷ 

27
年
度
同
事
業
推
進
予
算
の
計

上
。
28
年
度
事
業
の
全
面
的
展

開
。

 

⑸ 

対
策
の
位
置
づ
け
を「
農
家
経

営
を
守
る
」か
ら「
住
民
生
活
を

守
る
」に
発
展
さ
せ
る
。

 

■答　
町
長　

次
年
度
重
点
対
策
の

一
つ
と
し
て
有
害
鳥
獣
対
策
を
位

置
づ
け
た
。
侵
入
防
護
策
に
つ
い

て
も
さ
ら
に
調
査
研
究
す
べ
く
予

算
を
計
上
す
る
。
防
護
策
は
集
落

単
位
で
獣
害
対
策
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

事
業
費
の
財
源
確
保
の
た
め
、
関

係
市
町
と
連
携
し
国
・
県
に
働
き

か
け
て
い
く
。 有

害
鳥
獣
対
策
先
進
地
視
察
の
所
見
は

　

次
年
度
の
重
点
施
策
の
中
に
加
え
た

東電の責任さらに明確ではないか
　東電・国に遺憾の意を表す

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　
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■問　
大
割
東
仮
置
場
の
進
捗
状
況
は
。

⑴ 

昨
年
11
月
県
当
局
へ
調
査
報
告
後
、

１
年
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
の
中
で
、
住
民
か
ら
の

指
摘
に
よ
り
、
県
で
は
調
査
不
十

分
を
認
め
再
調
査
に
よ
り
回
答
す

る
と
し
て
い
た
が
、
１
年
超
経
過

し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
何
ら
の

回
答
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

⑵ 

向
川
原
住
民
へ
長
期
間
説
明
会
を

開
催
し
て
い
な
い
が
、
理
解
促
進

に
影
響
は
な
い
か
。

⑶ 

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入
前
の
積

込
場
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
調
査
報
告
書
を
め
ぐ

り
県
と
や
り
と
り
、
仮
置
場
と
し
て

の
活
用
と
す
れ
ば
、
震
度
６
弱
を
想

定
し
た
新
た
な
追
加
調
査
等
の
指
導

あ
り
、
現
在
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

検
討
結
果
の
報
告
期
限
は
な
い
。
⑵

⑶
県
か
ら
指
導
に
関
し
検
討
中
。

 

■問　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

等
に
関
し
て
伺
う
。

⑴ 

新
制
度
の
本
質
、
支
給
制
度
変
更

理
由
は
。

⑵ 

子
育
て
会
議
の
あ
り
方
の
進
め
方

は
。

⑶ 

事
業
計
画
策
定
の
考
え
は
。
又
、

保
育
実
施
義
務
の
継
続
は
。
そ
の

場
合
の
例
外
規
定
は
。
教
育
の
充

実
に
格
差
は
で
な
い
か
。

⑷ 

消
費
税
延
期
に
よ
る
財
源
確
保
策

は
。

⑸ 

将
来
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

 
■答　
教
育
長　

⑴
地
域
の
子
育
て
支

援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
図
る
。

教
育
・
保
育
の
提
供
に
お
い
て
、
公

平
性
、
利
用
者
拡
大
に
繋
げ
る
。
⑵

27
年
度「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」を

設
置
す
る
。
⑶
地
域
全
体
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
環
境
の
充
実
。
保
育
実

施
義
務
は
継
続
、
例
外
規
定
は
無
い
。

⑷
当
町
の
運
営
体
制
で
は
、
教
育
・

保
育
給
付
に
大
幅
な
増
加
は
な
い
。

⑸
現
在
の
運
営
体
制
を
継
続
し
て
い

く
。

報告期限のない県の指導はあり得るのか
　県は新たな震度６弱想定の調査指導

新
制
度
で
は
待
機
児
童
は
許
さ
れ
な
い
の
で
は

　

現
在
の
運
営
体
制
を
継
続
し
て
い
く

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

 

■問　
桑
折
駅
駐
車
場
は
本
町
に
住
み

鉄
道
を
利
用
し
勤
め
る
方
、
買
い
物

等
に
行
く
方
に
と
っ
て
は
大
変
重
要

な
場
で
あ
る
。
し
か
し
一
部
専
有
的

に
使
用
し
て
い
る
な
ど
問
題
も
あ
る
。

住
み
や
す
い
町
、
勤
め
や
す
い
町
を

掲
げ
て
い
る
本
町
と
し
て
公
共
交
通

機
関
利
用
者
へ
の
配
慮
が
重
要
と
思

う
。
そ
こ
で
駐
車
場
の
管
理
者
と
し

て
現
状
を
ど
の
様
に
把
握
し
対
処
し

て
い
る
の
か
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

利
用
希
望
数
に
対
し
駐
車
ゾ
ー
ン

は
確
保
さ
れ
て
る
の
か
。

⑵ 

利
用
者
の
町
内
・
町
外
の
把
握
は
。

⑶ 

一
部
専
有
利
用
者
の
認
識
は
。

⑷ 

駐
車
場
の
使
用
基
準
や
要
項
、
条

件
は
。

⑸ 

公
平
利
用
ル
ー
ル
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
駐
車
場
整
備
時
点
は

必
要
量
の
駐
車
ゾ
ー
ン
は
確
保
。
⑵

利
用
者
の
町
内
外
は
把
握
し
て
い
な

い
。
⑶
適
切
な
利
用
方
法
に
誘
導
啓

発
し
対
処
し
て
い
く
。
⑷
交
付
金
事

業
で
無
料
駐
車
場
と
し
て
整
備
。
特

別
な
規
制
条
件
は
定
め
て
い
な
い
。

⑸
適
正
な
使
用
の
啓
発
を
進
め
て
い

く
。
な
お
、
不
当
な
使
用
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
く
た

め
の
調
査
を
進
め
て
い
く
。

 

■問　
本
町
は
現
在
も
住
宅
除
染
が
鋭

意
進
め
ら
れ
て
い
る
が
一
方
で
は
既

に
完
了
し
２
年
半
経
過
し
て
い
る
地

区
も
あ
る
。
仮
置
き
場
設
置
に
つ
い

て
は
当
初
３
年
間
と
の
約
束
で
進
め

ら
れ
て
き
た
が
未
だ
国
や
県
で
の
中

間
貯
蔵
施
設
が
具
体
化
さ
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

搬
出
時
期
等
に
つ
い
て
国
・
県
等

か
ら
指
導
が
あ
っ
た
の
か
。

⑵ 

町
と
し
て
仮
置
き
場
地
権
者
及
び

周
辺
住
民
や
耕
作
者
等
に
対
し
説

明
の
場
が
必
要
と
考
え
る
が
。

⑶ 

現
在
設
計
測
量
中
の
仮
置
き
場
の

今
後
の
使
用
予
定
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
環
境
省
の
11
月
中
旬

の
会
議
で
中
間
施
設
搬
入
時
期
は
27

年
１
月
は
諦
め
て
い
な
い
も
の
の
全

て
一
度
に
搬
出
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
保
管
期
間
延
期
の
願

い
が
あ
っ
た
。
⑵
契
約
時
期
が
到
達

す
る
前
に
町
が
説
明
会
の
主
催
を
し

国
の
責
任
で
説
明
さ
せ
る
。
⑶
今
後

の
農
用
水
路
除
染
は
近
隣
の
余
裕
あ

る
置
き
場
に
搬
入
を
検
討
中
。

仮
置
き
場
搬
出
遅
れ
町
民
へ
の
説
明
は

　

町
主
催
、
国
の
責
任
で
説
明
さ
せ
る

ＪＲ桑折駅駐車場の不正利用は
　適切な利用に啓発、対処する

片 平 秀 雄 議員 斉 藤 　 謙 議員

― 友だちいっぱい ―

― 空きスペースは…なし ―

■問　
産
物
Ｐ
Ｒ
用
大
型
看
板
設
置
の
進
捗
は

　
　

■答　
年
度
内
に
国
道
上
下
線
に
設
置
す
る

■問　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
予
算
化
は

　
　

■答　

 

効
果
大
、
次
年
度
に
向
け
予
算
化
す
る

■問　
ス
ー
パ
ー
や
な
み
事
業
費
の
増
額
は

　
　

■答　
有
効
な
事
業
な
の
で
引
続
き
進
め
る

これも 質 問

■問　
財
政
の
硬
直
化
改
善
の
た
め
の
数
値
目
標
を

　
　

■答　
第
５
次
行
政
改
革
に
基
づ
き
取
組
む

■問　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
積
極
的
な
取
組
を

　
　

■答　
次
年
度
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
組
む

■問　
類
似
団
体
と
比
較
し
た
町
長
報
酬
の
見
直
し
を

　
　

■答　
町
長
等
特
別
職
報
酬
を
見
直
す
考
え
は
無
い

これも 質 問
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単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調 停 額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分担金・負担金 1,444,300 1,444,300 1,444,300 0 議会費 1,253 986 267 267

使用料・手数料 1,123 1,255 1,255 ▲ 132 総務費 79,692 76,207 3,485 3,485

県 支 出 金 19,266 19,266 19,266 0 消防費 1,678,871 1,600,331 18,060 78,540

財 産 収 入 181 181 181 0 公債費 34,984 34,948 36 36

寄　附　金 1 0 0 1 予備費 3,978 0 3,978 3,978

繰　入　金 19,000 19,000 19,000 0

繰　越　金 19,702 19,703 19,703 ▲ 1

諸　収　入 20,225 20,809 20,809 ▲ 584

組　合　債 215,300 215,300 215,300 0

国庫支出金 59,680 34 34 59,646

合　計 1,798,778 1,739,848 1,739,848 58,930 合　計 1,798,778 1,712,472 25,826 86,306

一　部　事　務　組　合　議　会　報　告 25年度　概要

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分賦金 56,454 56,454 56,454 0 議会費 801 784 17 17

財産収入 1 1 1 0 総務費 55,853 55,737 116 116

繰入金 1 0 0 1 予備費 400 0 400 400

繰越金 545 546 546 ▲ 1

諸収入 53 55 55 ▲ 2

合　計 57,054 57,056 57,056 ▲ 2 合　計 57,054 56,521 533 533

し尿処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 271,897 271,897 271,897 0 衛生費 155,926 154,892 1,034 1,034

使用料・手数料 4 4 4 0 基金費 40,817 40,816 1 1

財 産 収 入 41 42 42 ▲ 1 公債費 138,652 138,651 1 1

繰　入　金 60,136 60,136 60,136 0 予備費 500 0 500 500

繰　越　金 2,622 2,623 2,623 ▲ 1

諸　収　入 1,195 1,197 1,197 ▲ 2

合　計 335,895 335,899 335,899 ▲ 4 合　計 335,895 334,359 1,536 1,536

ごみ処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 331,562 331,562 331,562 0 衛生費 877,597 873,661 3,936 3,936

使用料・手数料 136,159 138,385 138,385 ▲ 2,226 基金費 78,826 78,825 1 1

国庫支出金 40,486 40,487 40,487 ▲ 1 公債費 36,334 36,333 1 1

県 支 出 金 349,636 349,635 349,635 1 予備費 2,950 0 2,950 2,950

財 産 収 入 55,008 57,855 57,855 ▲ 2,847

繰　入　金 1 0 0 1

繰　越　金 5,286 5,287 5,287 ▲ 1

諸　収　入 77,569 77,952 77,700 ▲ 131

組　合　債 0

合　計 995,707 1,001,163 1,000,911 ▲ 5,204 合　計 995,707 988,819 6,888 6,888

【伊達地方衛生処理組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　佐藤榮三・川名静子

一 般 会 計

　歳入総額5,705万5,485円、歳出総額5,652万1,212

円。当該年度の形式的収支は53万4,273円の黒字と

なり、全額を翌年度に繰越となった。なお、実質収

支から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支で

は1万1,305円の赤字となった。

し尿処理事業

　歳入総額3億3,589万8,647円、歳出総額3億3,435

万9,286円、当該年度の形式的収支は、153万9,361

円の黒字となり、全額を翌年度に繰越となった。な

お、実質収支から前年度の実質収支を差し引いた単

年度収支では108万3,451円の赤字となった。

ごみ処理事業

　歳入総額10億9万1,505円、歳出総額9億8,881万

8,701円、当該年度の形式的収支は、1,209万1,804

円の黒字となり、全額を翌年度に繰越となった。な

お、実質収支から前年度の実質収支を差し引いた単

年度収支680万5,297円の黒字となった。

【公立藤田病院組合】　　　　　　　　　　　　　選出議員　渡邊英直・斉藤　謙・羽根田八千代・平井國雄

　平成25年度一般会計の歳入総額は1,739,848,114

円（前年比160,746,973円、10.2％増）に対し歳出

総額は1,712,472,441円（前年比153,073,827円、

9.8％増）で歳入歳出差引額は27,375,673円（前年比

7,672,849円、38.9％増）となった。

《報告》　伊達地方消防組合は、組合所有の中央消防

　収益的収支は、総収益56億6,200万円(前年度比

▲2.3%減)　総費用57億2,000万円(前年度比2.5%

増)　収支差引き額5,800万円の支出超過となった。

　資本的収支は、収入総額1億8,691万9千円　　支

出総額5億688万5千円　　収支差引不足額　▲3億

1,996万6千円で収支差引不足分は過年度分損益勘

定留保資金で補てんした。

署南分署配置の消防ポンプ自動車の接触物損交通事

故による損害賠償事件について、損害を賠償し和解

した。

※ 平成27年3月31日をもって、福島市と伊達地方消

防組合との間における福島市飯野町の区域に関す

る事務の委託を廃止する。

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

病院事業収益 5,836,028 ▲182,156 5,653,872 5,675,997 22,125 資本的収入 186,416 503 186,919 186,919 0

　医業収益 5,460,590 ▲188,110 5,272,480 5,282,755 10,275 出 資 金 186,415 ▲ 9,078 177,337 177,337 0

医業外収益 375,438 3,029 378,467 390,317 11,850 国（県）補助金 1 4,269 4,270 4,270 0

特別利益 0 2,925 2,925 2,925 0 固定資産売却 0 5,312 5,312 5,312 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

病院事業費用 5,836,028 ▲ 93,216 5,742,812 5,716,722 26,090 資本的支出 504,707 3,406 508,113 506,886 1,227

医業費用 5,690,022 ▲ 81,000 5,609,022 5,594,806 14,216 建設改良費 200,000 0 200,000 198,773 1,227

医業外費用 136,067 ▲ 7,545 128,522 117,240 11,282 企業債償還金 304,707 3,406 308,113 308,112 1

病院組合費 2,768 0 2,768 2,246 522

特別損失 2,500 0 2,500 2,430 70

予 備 費 4,671 ▲ 4,671 0 0 0

収支差引額不足分３億 1,996 万 7 千円は過年度分損益留保資金で補てんした。

【伊達地方消防組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　佐藤武朗・原　賢志

■千円未満四捨五入

　平成25年度診療報酬改定はなかったが、入院

患者数の減少に伴い経営状況は厳しい状況となっ

た。また、歯科の常勤医師1名が平成25年3月に退

職し、外科の常勤医師1名が平成25年10月に加わっ

ている。研修医は初期研修医5名の受入れとなった

が、医師不足は依然厳しい状況にある。このような

中、全職員一丸となり更なる収益アップ、コスト削

減に取組んだが、5,800万円の赤字計上となった。
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収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

水道用水供給事業 3,759,839 22,271 3,782,110 3,799,387 17,277 資本的収入 819 1,032,800 1,033,619 1,033,592 ▲ 27

営業収益 3,743,048 0 3,743,048 3,758,720 15,672 負担債 819 0 819 792 ▲ 27

営業外収益 16,791 22,271 39,062 40,667 1,605 企業債 0 1,032,800 1,032,800 1,032,800 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 流用増減額 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

水道用水供給事業 3,828,239 ▲ 41,162 0 3,787,077 3,660,300 126,777 資本的支出 1,879,971 969,769 2,849,740 2,824,991 24,749

営業収益 3,111,772 ▲ 24,326 ▲ 8,065 3,079,381 2,952,705 126,676 建設改良費 234,414 ▲113,081 121,333 96,684 24,649

営業外収益 716,367 ▲ 16,838 8,065 707,594 707,594 0 企業債償還金 1,645,457 1,082,850 2,728,307 2,728,307 0

予 備 費 100 0 0 100 0 100 予 備 費 100 0 100 0 100

特別損失 0 2 0 2 2 0

【福島地方水道用水供給企業団】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　半澤　高

25年度桑折町の一部事務組合への負担金決算額及び 24年度決算額対比表
単位：千円

区　分 内　訳
平成 25 年度
決　算　額

平成 24 年度
決　算　額

増減額
増減率
（％）

伊達地方
衛生処理組合

一般会計 6,790 8,794 ▲ 2,004 ▲ 23
し尿処理 23,339 24,176 ▲ 837 ▲ 3
ごみ処理 34,466 48,693 ▲ 14,227 ▲ 29
合　　計 64,595 81,663 ▲ 17,068 ▲ 21

公立藤田
病院組合

一般会計 52,000 52,000 0 0
特別交付税 14,741 16,546 ▲ 1,805 ▲ 11
合　　計 66,741 68,546 ▲ 1,805 ▲ 3

伊達地方
消防組合

一般会計 167,545 167,550 ▲ 5  0

合　　計 298,881 317,759 ▲ 18,878 ▲ 6

　

竜
王
町
は
、
財
政
が
豊
か
で
東
京
都
同
様
、

地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い

る
。
総
合
運
動
公
園
は
屋
内
プ
ー
ル
を
は
じ

め
屋
内
運
動
場
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
全

て
の
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た

運
営
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
指
定
管
理
者
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
竜
王
町
地
域
振
興
事
業

団
の
方
か
ら
運
営
状
況
等
の
概
要
説
明
が
あ

り
、
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
町
民
は
お
客
様

で
あ
り
、
顧
客
を
満
足
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で

あ
れ
ば
何
れ
淘
汰
さ
れ
る
た
め
、
常
に
町
民

目
線
に
立
っ
た
改
革
に
取
組
む
本
気
度
が
伝

わ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
維
持
管
理
費
等
に

つ
い
て
、
説
明
も
欲
し
か
っ
た
が
、
移
動
時

　

水
稲
栽
培
が
中
心
で
農
家
数
が
４
，

６
０
０
戸
。
平
成
24
年
度
に
は
、
６
，

４
０
０
万
円
の
被
害
が
あ
っ
た
。
ま
ず

棚
田
を
見
て
驚
い
た
。
と
て
も
手
入
れ

が
さ
れ
て
お
り
、
稲
作
魂
を
感
じ
た
。

後
継
者
が
い
る
と
い
う
事
だ
。
強
い
情

熱
で
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
っ
て

い
る
事
が
伝
わ
っ
た
。
市
で
は
対
策
室

を
設
置
、
被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
、

視察研修視察研修

滋賀県へ 11/18 ～ 11/20

・有害鳥獣害対策
・屋内プール管理運営

― 頼れる本町の消防団 ―― スロープから安全に入れるプール ― ― 整備された里山 ―

　収益的収支は、水道用水供給事業収益36億2,041

万4,844円に対し、水道用水供給事業費用34億8,441

万8,214円で、収支差し引き額1億3,599万6,630円

が当年度純利益となり、これに前年度繰越欠損金

15億9,414万4,761円から当年度純利益を差し引い

た残額14億5,814万8,131円は、未処理欠損金とし

て翌年度に繰越した。

資本的収支は、資本的収入10億3,359万2,000円

に対し、資本的支出が28億2,499万1,161円とな

り、資本的収入額が資本的支出額に不足する額17

億9,139万9,161円は、過年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額377万8,350円及び過年度分

損益勘定留保資金17億8,762万811円で補填した。

間
の
関
係
で
至
ら
な
か
っ
た
。
運
営
状
況
は

指
定
管
理
料
も
年
々
減
額
さ
れ
る
中
、
各
位

の
英
知
を
出
し
合
い
基
礎
的
財
政
収
支
を
黒

字
に
す
る
た
め
の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
発
掘
に
熱

心
に
取
組
ま
れ
て
い
た
。
当
町
の
屋
内
プ
ー

ル
等
も
近
く
完
成
予
定
で
あ
る
が
、
経
常
収

支
比
率
が
一
段
と
厳
し
さ
が
増
す
状
況
下
に

あ
っ
て
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
等
に
関
わ
る
維

持
管
理
費
等
が
こ
れ
ま
で
の
経
費
に
プ
ラ
ス

さ
れ
る
の
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
町
民
各
位
の
特
段
の

利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
長　

斉
藤　

謙

「
総
合
運
動
公
園
内
屋
内
プ
ー
ル
管
理
運
営
」に
つ
い
て

集
落
ぐ
る
み
で
対
策
を
講
じ
、
防
護
柵

の
総
延
長
は
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

も
及
ん
で
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

こ
う
い
っ
た
事
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
住
民
と
の
意
見
交
換
が
望
ま
れ

る
。

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

國
雄

「
有
害
鳥
獣
対
策
、
防
護
柵
設
置
」に
つ
い
て

「
集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
総
合
対
策
支
援
事
業
」に
つ
い
て

　

米
原
市
は
、
63
％
が
森
林
で
猪
や
鹿
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
平
成
25
年
に
は
１
，

９
０
０
万
円
に
の
ぼ
っ
た
。
獣
害
対
策
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
り
、
集
落
ぐ
る
み
の
対
策

い
る
の
が
わ
か
る
。
担
当
者
と
町
民
が
一
丸

と
な
っ
て
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

で
進
め
ら
れ
て
い
た
。
我
が
議
会
と
し
て
、

国
交
付
金
事
業
を
有
効
活
用
し
、
早
急
な
る

政
策
立
案
、
提
言
を
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
長　

平
井　

國
雄

マ
ッ
プ
を
明
確
に
策
定
し
、
ひ
と
目
で
わ
か

る
よ
う
に
し
た
。
被
害
状
況
の
聞
き
取
り
調

査
票
も
、
と
て
も
細
や
か
に
作
り
上
げ
て
あ

り
、
何
よ
り
も
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
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議 会 活 動 状 況 報 告 　平成26年 9月定例会以降

年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出 席 者

26 9 17 広報委員会 議会だより秋号の編集 選出委員

18 産業建設水道常任委員会 せん孔細菌病の現地調査、有害鳥獣対策について 選出委員

22 広報委員会 議会だより秋号の編集 選出委員

24 全員協議会
平成 26 年第９回定例会総括、議員定数問題について、町議会議員視
察研修について

全 議 員

25 例月出納検査 定例監査 選出委員

広報委員会 議会だより秋号の編集 選出委員

29 議会運営委員会 第 10 回臨時会の議事日程等 選出議員

全員協議会 第 10 回臨時会の議事日程、議案内容説明 全 議 員

第 10 回桑折町議会臨時会 議員定数問題調査特別委員会の設置について 全 議 員

第１回議員定数問題調査特別委員会 委員長、副委員長の選任 選出委員

広報委員会 議会だより秋号の編集 選出委員

10 2 平成 26 年度町村監査委員全国研修会 監査委員研修会　　　（２日間） 選出委員

7 議会運営委員会 議会基本条例の検討について 選出委員

8 第２回議員定数問題調査特別委員会 定数問題調査の進め方について 選出委員

全員協議会 町議会議員視察研修について 全 議 員

公立藤田病院組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選出議員

第３回公立藤田病院組合議会定例会 平成 25 年度公立藤田病院組合会計決算認定 選出議員

17 議会運営委員会 議会基本条例の検討について 選出委員

20 第 32 回震災復興調査特別委員会
行政による再生エネルギー事業への取り組みについて
　講師　福島大学共生システム理工学類教授　佐藤理夫氏

選出委員

23 第 3回議員定数問題調査特別委員会 今後の調査の進め方、スケジュール等について自由討議 選出委員

24 例月出納検査 定例監査 選出委員

27 議会運営委員会 議会基本条例の検討について 選出委員

28 福島県町村議会議員研修会 議会改革と地方分権、これからの政治・経済のゆくえ 全 議 員

30 伊達地方消防組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選出議員

平成 26 年第２回伊達地方消防組合議会定
例会

専決処分の報告、事務委託廃止の協議に関し議決を求めることにつ
いて、平成 25 年度伊達地方消防組合一般会計歳入歳出決算の認定、
平成 26 年度伊達地方消防組合一般会計補正予算（第１号）

選出議員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選出議員

伊達地方衛生処理組合議会定例会 平成25年度歳入歳出決算認定（3会計）、平成26年度補正予算（3会計） 選出議員

30 伊達地方衛生処理組合議会視察研修
・伊達地方衛生処理組合　仮設焼却炉施設建設現場
・株式会社あいづダストセンター　柳津事業所　　　（２日間）

選出議員

11 ４ 第４回議員定数問題調査特別委員会 議会運営上の観点から、現在の定数が適正かどうかを自由討議 選出委員

全員協議会
有害鳥獣による被害及び対策について、議会運営委員会での「議会
基本条例の具現化について」の検討結果について

全 議 員

10 全員協議会 有害鳥獣による被害及び対策について（電気柵設置圃場現地確認） 全 議 員

年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出 席 者

26 11

11 第５回議員定数問題調査特別委員会

・前回削減で議員定数を 14 名とした論拠について検証
・ 人口減少、大震災・原発事故からの復興、地方の疲弊の克服等を踏
まえて、定数問題について検証
・文献「議員必携」を参考にした定数問題の検討

選出委員

14 放射能対策推進町民会議勉強会
東京電力㈱福島第一原発廃炉への現状と今後、中間貯蔵施設の概要
と進捗状況について

18 町議会議員視察研修 集落ぐるみの鳥獣害総合対策支援事業について（滋賀県米原市） 全 議 員

19 町議会議員視察研修 獣害防護柵設置について（滋賀県大津市） 全 議 員

20 町議会議員視察研修
総合運動公園内屋内プールの管理運営について（滋賀県蒲生郡竜王
町）

全 議 員

21 総務文教厚生常任委員会
桑折町幼稚園適正配置基本計画について、委員会調査報告書の取り
まとめについて

選出委員

25 例月出納検査 定例監査 選出委員

26 伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 平成 26 年第 5回組合議会定例会提出議案について 選出議員

伊達地方衛生処理組合議会定例会

和解の仲介の申立てについて、伊達地方衛生処理組合職員の給与に
関する条例の条例の一部を改正する条例について、平成 26 年度伊達
地方衛生処理組合一般会計・し尿処理事業特別会計・ごみ処理事業
特別会計補正予算

選出議員

地方自治研究交流セミナー（第１回）
人口減少社会における諸問題と地域活性化について
　講師　福島大学行政政策学類教授　岩崎由美子氏

全 議 員

12 １ 議会運営委員会 第 11 回定例会議事日程等について 選出委員

全員協議会 桑折町幼稚園適正配置計画について 全 議 員

第６回議員定数問題調査特別委員会 参考人・公聴会制度について 選出委員

9 全員協議会 第 11 回定例会の議事日程等について 全 議 員

定例会本会議
提案内容の説明、条例改正・一般会計補正予算審議採決、議会関係
条例・規則改正審議採決

全 議 員

総務文教厚生常任委員会 陳情調査、所管事務調査 選出委員

産業建設水道常任委員会 請願調査、所管事務調査 選出委員

10 全員協議会 第 11 回定例会（第２日）の議事日程等 全 議 員

定例会本会議 一般質問 全 議 員

11 全員協議会 第 11 回定例会（第３日）の議事日程等 全 議 員

定例会本会議 一般質問 全 議 員

15 全員協議会 第 11 回定例会（第７日）の議事日程等、出資法人経営状況報告、追
加議事日程について、災害公営住宅進捗状況等について、除去土壌
等の輸送他について

全 議 員

議会運営委員会 追加議事日程について 選出委員

定例会本会議
条例改正 2件・特別会計補正予算審議採決、事変更契約 1件、工事
請負契約 1件、請願 1件、陳情 1件、意見書 2件

全 議 員

委

員

会

報

告

議
会
傍
聴
者
に

全
議
案
の
資
料
を
提
供

　

議
会
運
営
委
員
会
は
12
月
定
例
会

で「
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会

活
動
の
推
進
」
に
つ
い
て
の
調
査
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

１ 

、
定
例
会
や
臨
時
会
に
お
け
る
充

実
し
た
議
会
審
議
の
保
障
と
な
る

の
は
、
閉
会
中
に
お
け
る
調
査
や

研
究
、
自
己
研
鑽
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
。

２ 

、
議
会
傍
聴
者
に
対
し
、
会
期
中

の
議
案
全
て
を
フ
ァ
イ
ル
化
し
閲

覧
に
供
す
る
こ
と
と
す
る（
傍
聴

終
了
後
に
返
却
）。

３ 

、
町
民
の
議
会
活
動
へ
の
参
加
、

を
促
進
す
る
た
め
、
町
民
と
議
員

と
が
意
見
を
交
換
す
る
町
民
会
議

の
開
催
に
取
り
組
む
。

４ 

、
参
考
人
制
度
及
び
公
聴
会
制
度

活
用
に
つ
い
て
は
、
実
行
に
移
す

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、と
く
に「
調

査
特
別
委
員
会
」
等
に
お
い
て
そ

れ
が
求
め
ら
れ
る
。

５ 

、
視
察
研
修
の
目
標
を
具
体
的
政

策
立
案
に
置
く
。
視
察
後
レ
ポ
ー

ト
提
出
と
討
議
を
行
い
、
政
策
立

案
及
び
提
言
を
行
う
。

　

こ
の
調
査
の
過
程
で
議
会
基
本
条

例
前
文
、
及
び
議
会
委
員
会
条
例
、

会
議
規
制
改
正
の
必
要
を
認
め
改
正

案
を
提
出
。
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

◎ 

議
会
基
本
条
例
前
文
に「
積
極
的

な
情
報
の
創
造
と
公
開
、
製
作
活

動
へ
の
多
様
な
町
民
参
加
の
推

進
」を
加
え
た
。

◎ 

こ
れ
ま
で
町
長
の
み
と
し
て
い
た

議
員
の
質
問
に
対
す
る
反
問
権
を
、

副
町
長
や
教
育
長
な
ど
に
も
与
え

る
こ
と
と
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会　

委
員
長　

斎
藤　

松
夫

　福島県中通り産米のＪＡの概算金は、一等米で7,200円（60ｋｇ）
であり、生産費が今の半額程度であった40数年前の水準に下落し
ている。
　労賃はもとより、物財費も確保できない価格では、どんなに経営
努力をしても経営は維持できない。米価下落に加えて、政府が今年
から米直接支払交付金を半減し、「米価変動補てん交付金」を廃止
したことも生産者に打撃をもたらしている。この影響が最も大きい
のが地域の農業を支えている大規模経営体や集落営農組織などであ
る。
　いま、政府が米価暴落対策を講じなければ離農が雪崩を打ち、地
域農業の維持や農村集落にも深刻な影響をもたらしかねない。それ
は、日本の食料自給率の一層の低下を招くことになる。
　政府は、「価格に影響する価格対策はできない」と対策を拒否し
ている。しかし、市場原理に主食の米の価格をゆだね、政府が価格
と需給への責任を放棄するやり方が破たんしていることは明らかで
ある。
　政府が緊急対策を打ち出し、米の需給と価格の安定に責任をもつ
米政策を確立することが、強く求められている。ついては、右記の
事項について実現することを強く要望する。

１． 価格の暴落と流通の停滞の原因は過剰米にあることは明らかで
ある。過剰米の市場隔離を官民あげて実施するなど、米穀の需
給調整に直ちに乗り出すこと。

２． 今年度の米直接支払交付金の半減措置を撤回し、農家の経営安
定対策を講ずること。

３． 上記制度改正までのつなぎ資金等助成制度や利子補給等緊急対
策を講ずること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成26年 12月15日

福島県伊達郡桑折町議会

　内閣総理大臣　殿
　衆議院議長　　殿
　参議院議長　　殿
　農林水産大臣　殿

米価下落に対する緊急対策措置を求める意見書

26 年度産米の米価下落に対する意見書を
全会一致で国へ提出
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議
会
に
も
っ
と
関
心
を

　

12
月
定
例
議
会
に
、
谷
地
４
町
内

会
の
会
長
さ
ん
と
共
に
、
２
日
間
に

渡
り
、
傍
聴
し
ま
し
た
。
谷
地
４
町

内
会
で
は
地
元
よ
り
選
出
の
議
員
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
お

り
地
区
の
問
題
点
や
ら
、
要
望
等
を

話
合
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
地
区
の

意
見
交
換
会
の
中
で
、
議
会
の
議
論

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
た
ち
の
勉

強
と
、
地
区
選
出
の
議
員
さ
ん
の
激

励
を
か
ね
て
の
傍
聴
で
し
た
。

　

２
日
間
で
、
９
人
の
議
員
が
一
般

質
問
さ
れ
ま
し
た
。
財
政
、
予
算
編

成
に
つ
い
て
、
除
染
、
人
口
減
少
、

子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な
問
題
等
、

行
政
と
議
会
で
真
剣
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
議
会
中
継
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
見
る
事
が
出

来
る
と
は
い
え
、
傍
聴
者
が
少
な
い

で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
町
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
世
の
中
が

変
わ
っ
て
も
、
桑
折
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
言
え
る
様
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
私
た
ち
も
行
政
、
議
会
に

も
っ
と
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

久
保
八
幡
町
内
会　

千
葉　

健
一

残
念
、
傍
聴
人
が
い
な
い

　

私
は
、
農
家
な
の
で
、
定
例
議
会

の
開
催
時
は
、
い
つ
も
農
作
業
に
追

わ
れ
て
、
な
か
な
か
傍
聴
す
る
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
も
、

「
議
会
だ
よ
り
」を
パ
ラ
パ
ラ
拾
い
読

み
す
る
程
度
で
し
た
。
こ
の
度
、
傍

聴
感
想
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

過
去
の「
議
会
だ
よ
り
」を
少
し
読
ん

で
み
ま
し
た
。
質
問
内
容
が
多
岐
に

亘
っ
て
お
り
、
町
政
で
今
何
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
詳
し
く
把
握
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏

号
編
集
後
記
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、

議
会
終
了
後
、
１
ヶ
月
以
内
発
行
を

掲
げ
、「
編
集
会
議
は
、
ま
さ
に
集

中
豪
雨
の
如
し
・
・
」
本
当
に
広
報

委
員
会
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。

　

さ
て
、
12
月
の
定
例
議
会
に
、
谷

地
地
区
４
町
内
会
の
会
長
が
、
全
員

揃
っ
て
、
傍
聴
し
ま
し
た
。
地
元
議

員
を
応
援
す
る
た
め
で
す
。
私
た
ち

が
議
場
に
入
っ
た
時
、
傍
聴
人
は
、

誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
も
、

傍
聴
人
が
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
残

念
に
思
い
ま
し
た
。
議
会
は
、
も
っ

と
、
積
極
的
に
傍
聴
人
集
め
に
努
力

す
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。
地
元
議
員

の
質
問
に
対
し
て
、
行
政
側
の
回
答

は
、
残
念
な
が
ら
、
明
確
な
回
答
が
、

な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
一
つ
、
気
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
質
問
の
最
中
、
席
を

退
っ
て
行
っ
た
議
員
が
、
お
り
ま
し

た
。
ト
イ
レ
に
行
っ
た
の
か
ど
う
か
。

も
っ
と
、
真
剣
な
態
度
が
必
要
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
議
員
定
数
問
題
に
つ
い

て
、
私
の
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　

日
頃
の
議
員
活
動
に
お
い
て
、
ま

め
に
歩
き
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
聴
取

す
る
等
熱
心
に
、
取
り
組
ん
で
い
る

議
員
が
多
数
み
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
一
部
の
議
員
に
お
い
て
、
在
任

期
間
中
、
一
般
質
問
が
全
く
な
し
と

い
う
議
員
も
お
り
ま
す
。
ち
な
み

に
、
26
年
度
中
の
定
例
議
会
で
、
質

問
回
数
０
か
ら
１
回
が
、
４
名（
約

30
％
）
で
し
た
。
議
員
の
質
の
低
下

が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
会

社
で
は
、
人
員
削
減
が
厳
し
く
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
議
会
に
お
い
て

も
、
少
数
精
鋭
で
望
む
べ
き
と
考
え

ま
す
。
従
っ
て
私
は
、
定
数
削
減
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
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